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１
９
４
５
年
（
昭
和
２０
）
年
春
、

長
野
県
阿
智
村
で
長
岳
寺
の
住

職
兼
国
民
学
校
の
教
師
を
し
て
い

た
山
本
慈
昭
の
も
と
に
、
満
蒙
開

拓
団
員
＝
生
徒
の
教
師
役
と
し
て

「
阿
智
郷
開
拓
団
」
へ
い
っ
て
く
れ

な
い
か
と
い
う
打
診
が
村
か
ら
あ

っ
て
、
結
局
妻
と
二
人
の
娘
を
連

わ
れ
た
。
や
っ
と
辿
り
着
い
た
勃

利
県
倭
肯
の
収
容
所
で
団
員
は

次
つ
ぎ
に
栄
養
失
調
や
発
疹
チ
フ

ス
で
死
ん
で
い
っ
た
。  

山
本
慈
昭
は
、
佐
渡
開
拓
国

事
件
後
、
勃
利
で
ソ
連
軍
に
捕
ま

り
、
家
族
と
別
れ
て
シ
ベ
リ
ア
ヘ
抑

留
さ
れ
た
。 

 

留
孤
児
が
加
わ
っ
た
。
口
頭
弁
論
で

残
留
孤
児
が
過
去
の
人
生
が
い
か
に

悲
惨
で
あ
っ
た
か
と
い
う
意
見
陳
述

を
し
て
も
、
「
国
策
に
よ
り
大
量
に

移
民
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
先
行

行
為
」
を
追
求
し
て
も
、
国
家
無
答

責
や
受
忍
論
を
振
り
か
ざ
し
て
、
神

戸
地
裁
判
決
以
外
は
、
す
べ
て
国
家

賠
償
は
却
下
さ
れ
、
敗
訴
し
た
。 

岡
山
の
「
孤
児
」
訴
訟 

２
０
０
４
（
平
成
１６
）
年
２
月
２０

日
、
岡
山
地
方
裁
判
所
で
中
国
残

留
孤
児
の
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
が

提
訴
さ
れ
た
。
奥
津
亘
弁
護
士
が

弁
護
団
長
に
、
則
武
透
弁
護
士
が

弁
護
団
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

岡
山
・
香
川
県
27
人
の
残
留
孤
児

原
告
団
長
に
は
高
杉
久
治
が
就
任

し
た
。 

岡
山
地
裁
で
の
法
廷
の
口
頭
弁

論
の
焦
点
は
３
点
あ
っ
た
。
第
一
に 

「
早
期
帰
国
義
務
違
反
」
第
二
に

「
帰
国
妨
害
」
、
第
三
に
「
自
立
支
援

義
務
違
反
」
で
あ
る
。
戦
後
す
ぐ
に

参
議
院
本
会
議
で
中
国
に
残
っ
て
い

る
邦
人
の
存
在
と
窮
状
を
訴
え
て
い

る
。
昭
和
24
年
の
時
点
で
、
相
当
数

の
孤
児
が
独
力
で
は
帰
国
で
き
ず
、

日
本
語
を
忘
れ
、
名
前
す
ら
忘
れ

て
い
る
孤
児
が
い
る
の
を
政
府
・
厚

生
省
は
認
識
し
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
面
に
つ
づ
く 

校
生
徒
は
5I
人
の
う
ち
た
っ
た
の

６
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
阿
智
村
に

帰
っ
た
人
達
の
語
る
開
拓
団
最
後

の
惨
状
の
話
は
、
若
者
の
多
く
は

佐
渡
開
拓
団
で
ソ
連
車
と
の
戦
闘

に
倒
れ
、
残
っ
た
老
人
と
婦
女
子

は
飢
え
と
寒
さ
と
伝
染
病
に
襲

を
取
り
あ
げ
た
。
翌
年
３
月
に
は

「
日
中
友
好
手
を
つ
な
ぐ
会
」
が
結

成
さ
れ
た
。
政
府
・
厚
生
省
が
動
か

な
い
な
ら
、
自
分
た
ち
が
身
銭
を

切
っ
て
捜
そ
う
と
い
う
試
み
だ
っ

た
。
「
日
中
友
好
手
を
つ
な
ぐ
会
」

の
地
道
な
活
動
の
結
果
、
身
元
の

判
明
し
た
孤
児
は
結
成
時
に
は
わ

ず
か
２
人
だ
け
だ
っ
た
が
、
１
９
８
０

(

昭
和
55) 

年
に
は
１
７
７
人
に
な

っ
た
。
こ
の
年
か
ら
、
中
国
で
現
地

調
査
も
始
ま
っ
た
。
中
国
政
府
が

認
可
し
た
30
人
の
調
査
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
中
に
は
何
百
キ
ロ
も
離

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
歩
い
て
き
て
、
残

留
孤
児
が
集
ま
っ
た
。
国
交
回
復

を
待
っ
て
、
望
郷
の
念
が
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
わ
き
お
こ
っ
た
。 

国
に
よ
る 

訪
日
調
査
が
始
ま
る 

１
９
８
１(

昭
和
56)

年
政
府
・
厚

生
省
の
集
団
訪
日
調
査
は
予
算
化

さ
れ
、
国
に
よ
る
残
留
孤
児
た
ち

の
集
団
訪
日
調
査
が
遅
ま
き
な
が

ら
開
始
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
協
力

し
、
肉
親
捜
し
の
た
め
に
来
日
す
る

孤
児
た
ち
の
話
題
を
報
じ
た
。
一

方
、
１
９
８
２(

昭
和
57)

年
の
現
地

調
査
で
、
山
本
慈
昭
は
生
き
て
い
た

残
留
孤
児
の
長
女
啓
江
に
会
う
こ

と
が
で
き
た
。 

２
０
０
２(

平
成
14)

年
か
ら
全

国
で
始
ま
っ
た
中
国
残
留
孤
児
訴

訟
は
、
原
告
団
に
２
２
１
ｌ
人
の
残

れ
て
送
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

阿
智
郷
は
、
「
旧
満
州
国
」
の
東
安

省 
(

現
黒
竜
江
省)
宝
清
付
近

で
、
ロ
シ
ア
国
境
ま
で
約
80
キ
ロ
も

な
い
最
東
北
端
で
あ
っ
た
。
１
年

間
の
約
束
で
あ
っ
た
が
、
渡
満
し
て

３
カ
月
後
の
８
月
９
日
に
ソ
連
が

参
戦
し
、
悲
惨
な
逃
避
行
が
始
ま

映
画
「
望
郷
の
鐘
」
―
山
本
慈
昭
が
問
い
か
け
た
も
の
― 

     

次
の
文
章
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
「
映
画
『
望
郷
の
鐘
』
～
満
蒙
開

拓
団
の
落
日
～
上
映
製
作
実
行
委
員
会
・
お
か
や
ま
」
結
成
総
会
で

青
木
先
生
が
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
も
の
で
す
。 

 『
満
州
』
最
大
の
悲
劇
～
佐
渡
開
拓
団
事
件
～ 

 

 

り
、
佐
渡
開
拓
団
に
た

ど
り
着
い
た
。
「
満
州
」

最
大
の
悲
劇
と
言
わ
れ

る
佐
渡
開
拓
団
事
件

は
、
８
月
末
に
起
こ
っ

た
。
ソ
連
軍
の
攻
撃
で
９

５
０
人
が
死
亡
し
、
集

団
自
決
で
５
１
４
人
が

死
亡
し
た
。  

開
拓
団
員
家
族
の
死

者
は
合
計
１
４
６
４
人

に
の
ぼ
っ
た
。 

「
望
郷
の
鐘
」
に
よ
る

と
、
２
１
５
人
い
た
阿
智

郷
開
拓
団
の
中
で
逃
避

行
し
た
１
８
１
人
の
う

ち
、
帰
還
し
て
い
る
の
は

わ
ず
か
I0
人
、
国
民
学

老
人
の
告
白
～
山
本
先
生
の
長
女
は
生
き
て
い
る
～ 

 

１
９
６
９
（
昭
和
４４
）
年
、
阿
智

村
開
拓
団
の
一
老
人
が
病
重
く

死
を
ま
え
に
し
て
山
本
慈
昭
に
告

白
し
た
と
「
望
郷
の
鐘
」
は
語
っ
て

い
る
。
老
人
は
山
本
先
生
に
嘘
を

つ
き
続
け
て
い
た
と
い
っ
た
。
「
満

州
」
へ
渡
っ
た
阿
智
郷
の
女
性
や
子

ど
も
達
は
皆
死
ん
だ
と
い
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
引
揚
者
の

後
ろ
め
た
さ
に
、
口
裏
を
合
せ
た

作
り
話
で
あ
る
。
実
は
何
人
か
は

生
き
て
い
る
。
老
人
は
、
山
本
先

生
の
奥
さ
ん
と
井
原
老
人
の
大
人

３
人
で
17
人
の
子
供
を
引
き
つ
れ

て
勃
利
の
倭
肯
ま
で
逃
げ
た
。
発

疹
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
死
亡
す
る
子

も
で
て
き
た
。
そ
こ
で
３
人
で
相
談

の
末
、
子
ど
も
は
全
員
中
国
人
に

預
け
て
き
た
と
い
う
。
山
本
先
生

の
１
歳
の
次
女
純
江
は
、
途
中
発

疹
チ
フ
ス
で
死
亡
し
た
。
山
本
先

生
の
奥
さ
ん
千
尋
は
４
歳
の
長
女

啓
江
を
背
負
い
、
ハ
ル
ビ
ン
の
方
向

に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
奥
さ
ん
は
そ

の
途
中
で
亡
く
な
り
、
長
女
啓
江

は
中
国
人
に
引
き
取
ら
れ
た
と
い

う
噂
が
あ
る
。
山
本
先
生
の
奥
さ

ん
は
お
そ
ら
く
死
ん
だ
と
思
う

が
、
長
女
は
生
き
て
い
る
は
ず
だ

と
告
白
し
た
。
告
白
を
終
え
た
老

人
は
、
重
荷
を
下
ろ
し
て
、
安
ら

か
に
息
を
ひ
き
と
っ
た
。 

 

「
日
中
友
好
手
を
つ
な
ぐ
会
」
を
結
成 

 

１
９
７
２
年
９
月
、
日
中
国
交

回
復
を
し
た
。
い
き
て
い
る
希
望

を
持
っ
た
山
本
慈
昭
は
、
国
交
回

復
後
す
ぐ
に
動
い
た
。
す
ぐ
に
、

残
留
孤
児
と
日
本
の
肉
親
と
の

再
会
第
１
号
が
実
現
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
や
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

呼びかけ人を代表してあいさつする青木先生 

2327 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１８
日
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

日
本
外
国
特
派
員
協
会
は
現
在

日
本
の
国
会
で
審
議
中
の
「
特
定

秘
密
保
護
法
案
」
を
深
く
憂
慮
し

て
い
ま
す
。 

特
に
、
わ
れ
わ
れ
が
懸
念
し
て
い

る
の
は
、
同
法
案
の
中
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
起
訴
や
禁
固

を
可
能
に
す
る
条
文
が
含
ま
れ
て

お
り
、
与
党
議
員
の
一
部
が
、
そ

れ
に
順
ず
る
発
言
を
行
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。 

開
か
れ
た
社
会
に
お
け
る
調
査

報
道
の
真
髄
は
、
政
府
の
活
動
に

関
す
る
秘
密
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
報
道
行
為
は

民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
抑
制
と

均
衡
の
シ
ス
テ
ム
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
な
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

本
法
案
の
条
文
に
よ
れ
ば
、
報

道
の
自
由
は
も
は
や
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
権
利
で
は
な
く
、
政
府
高

官
が
「
充
分
な
配
慮
を
示
す
べ
き
」

対
象
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
、
「
特
定
秘
密
保

護
法
案
」
に
は
公
共
政
策
に
関
す

る
取
材
に
お
い
て
「
不
適
切
な
方

法
」
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ

た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る

た
。
中
国
で
１
０
０
０
年
以
上
の
歴

史
を
も
つ
「
き
り
え
」
日
中
の
交
流

文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
後
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
き
り
え
展 

５
月
１７
日
か
ら
２２
日
ま
で
岡

山
天
神
山
プ
ラ
ザ
で
、
第

２７
回

岡
山
き
り
え
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

今
回
は
１３
人
の
方
が
３２
点
の

作
品
を
出
展
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
づ
い
た
り
、
離
れ
た
り
し
な
が

ら
鑑
賞
し
ま
し
た
。
案
内
ハ
ガ
キ
の

表
に
使
わ
れ
て
い
る
土
井
幸
弘
さ

ん
の
「
誕
生
日
カ
ー
ド
１
月
～
６

月
」
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

２１
日
の
土
曜
日
に
参
観
し
た

時
に
、
横
谷
さ
ん
の
「
岡
山
の
風

景
」
三
宅
さ
ん
の
「
高
校
球
児
」
を

バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

毎
回
協
賛
団
体
と
し
て
、
展
示
の

成
功
の
た
め
に
協
力
し
て
き
ま
し

か
に
な
っ
た
。
ま
し
て
、
永
住
帰
国

が
で
き
て
も
、
わ
ず
か
４
カ
月
の

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
の
研
修
の
み
で

自
立
支
援
を
済
ま
そ
う
と
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
裁
判
の
焦
点
と

な
っ
た
。 

お
わ
り
に 

～
山
本
慈
昭
の 

活
動
の
意
義
～ 

２
０
０
７
年
衆
参
全
会
一
致
で 

「
中
国
残
留
邦
人
に
関
す
る
支
援

法
」
改
正
に
つ
な
が
っ
た
。
１
９
９
０

年
に
山
本
慈
昭
は
死
亡
し
た
が
、

山
本
慈
昭
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
支
援
法
改
正
に
つ
な

が
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
慈
昭
の
活
動
の
意
義
は
こ
こ

に
あ
る
。 

 

一
面
か
ら
の
つ
づ
き 

中
国
政
府
や
紅
十
字
会
の
協

力
を
得
て
照
会
す
れ
ば
、
帰
国
は

可
能
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
は
消
極

的
姿
勢
で
無
策
で
あ
っ
た
。
中
国

と
の
国
交
回
復
を
し
て
も
、
集
団

訪
日
調
査
が
実
現
し
た
の
は
９
年

後
で
あ
る
。
山
本
慈
昭
は
、
そ
の

間
民
間
人
で
も
約
２
０
０
人
の
孤

児
の
帰
国
を
可
能
に
し
て
い
る
。  

残
留
孤
児
裁
判
で
明
ら
か
に

な
っ
た
政
府
・
厚
生
省
の
「
早
期
帰

国
義
務
違
反
」
は
、
山
本
慈
昭
の

活
動
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

孤
児
の
帰
国
に
関
し
て
も
、
身
元

保
証
人
制
度
を
楯
に
し
、
孤
児
を

家
族
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
た
。 

国
籍
問
題
に
関
し
て
孤
児
を

外
国
人
扱
い
し
た
り
、
国
の
責
任

を
放
棄
し
ょ
う
と
し
た
点
が
明
ら

具
体
的
な
警
告
文
ま
で
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
直
接

的
な
威
嚇
で
あ
り
、
十
分
に
拡
大

解
釈
の
余
地
が
あ
る
表
現
は
、
政

府
に
対
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

意
の
ま
ま
に
逮
捕
す
る
権
限
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

日
本
外
国
特
派
員
協
会
の
会
員

に
は
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
と

外
国
籍
を
有
す
る
者
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
１
９
４
５
年
に
設
立

さ
れ
た
由
緒
あ
る
当
協
会
は
常

に
報
道
の
自
由
と
情
報
の
自
由
な

流
通
こ
そ
が
、
日
本
と
諸
外
国
と

の
間
の
友
好
関
係
や
相
互
理
解

を
維
持
、
増
進
す
る
た
め
の
不
可

欠
な
手
段
と
信
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。 そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
は
国
会
に
対
し
、
「
特
定
秘

密
保
護
法
案
」
を
廃
案
と
す
る

か
、
も
し
く
は
将
来
の
日
本
の
民

主
主
義
と
報
道
活
動
に
対
す
る

脅
威
と
な
ら
な
い
よ
う
な
内
容
へ

の
大
幅
な
修
正
を
、
強
く
求
め
ま

す
。 ル

ー
シ
ー
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム 

日
本
外
国
特
派
員
協
会
々
長 

平
成
２５
年
１１
月
１１
日 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 83  
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教科書をつくろう（２） 

A： ／n－／と／－ñ／の区別も注意。／ｎ－／はナニヌ

ネノ、ニャ ニュ ニョの子音で〟／－ñ／はンに相当す

る。／ｎ－／は拍の頭にくるが、／ñ／は、ひとつで１拍

になる。「パンを」などの発音が３拍になるように、「パノ」

にならないように。ｋoñyaku（婚約）と koñnyaku（コンニ

ャク）はともに４拍だ。まぎらわしくないときは ñ を使わな

くてもいいだろう。 

B： 発音の問題をもうひとつ、母音の長さに注意して： 

練習問題（３） 

（例）cizu   地図  → ciizu（チーズ） 

   kakiiro 柿色  → k    kiiro  （     ） 

   kado   角   → ｇ    ｄｏ  （       ） 

   kabu   カブ  → k     bu  （     ） 

   tabi    旅   → d     bii  （     ） 

   nodo   喉   → n     to   （     ） 

   biru   ビル  → ｂ    ru    （     ） 

    hokeñ  保険 → h    keñ   （     ） 

    hosu   干す → h    su    （     ） 

   tori    鳥  → t    ri    （     ） 

   yukai  愉快  → y    kai   （     ） 

   syoki  暑気  → sy   ki    （     ） 

   hosi    星   → h    si     （     ） 

   tokei   時計  → t    kei    （     ） 

 

                    つづく 

左から三宅さん、横谷さん、田川さん 

特
定
秘
密
保
護
法 

日
本
外
国
特
派
員
協
会
会
長
声
明 

 Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便 

 

８
月
１２
日
（
火
）
午
前
１
時
～ 

日
中
新
聞
読
者
の
中
本
輝
夫
さ
ん

が
「
父
の
死
地
を
探
し
求
め
て
」
と
、

父
の
死
地
が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ジ

を
熱
く
語
り
ま
す
。 


